
人口減少の課題に対する 
先進事例等視察 

視察先：三重県名張市 



●三重県名張市 

区  分 平成18年 平成24年 

全 国 1.32 1.41 

名張市 1.22 1.48 

岩見沢市 1.22 1.27 

・合計特殊出生率の比較 

・大坂や京都まで特急で約60分 
・ベッドタウンとして発展 
・近隣の利便性の高い市に需要を奪われている 

・人口比較 

区  分 総人口 0～5歳児 6～12歳児 

名張市
(H26.10.1) 

81,088人 4,131人 5,075人 

岩見沢市 
(H26.9.30) 

86,294人 3,398人 4,513人 

少 多 多 

増 
どのような子育て支援策
を実施しているのか？ 



ネウボラの概要 
ネウボ(neuvo)＝アドバイスする、ラ(la)＝場所 
 

 妊娠から出産、就学前まで切れ目なくサポートを提供する総合的な支援サービス 
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・妊娠中の健診 
・乳幼児健診 
・悩み相談（妊娠から就学前まで） 

自治体 病院 
+ 

児童施設 ・・・・ 



名張版ネウボラができるまで 
福祉に重点を置きたい！ 

ワールドカフェ形成で15地区の人と対話。 
名張市で支援の手薄なところ、強みを洗い出し。 

自分たちの地域でやりたいことなど意見収集 

「まちの保健室」設置（Ｈ17～） 

・産前・産後の支援が希薄 
・地域の絆が弱い 

・各地区の公民館内に設置 
・福祉職、看護職のプロを２名配置 
・市役所と住民のつなぎ目 
・身近にある相談場所⇒「生活の窓口」 
・支援対象は子どもから高齢者まで 

名張版ネウボラ 

機能と役割 



地域内のネットワーク 

乳児全戸訪問事業 
名張市民生児童員協議会
に委託（H20～） 

個人情報の問題
をクリア 

・民生委員の活動促進 
・住民票のないお宅の居住 
 実態の把握（虐待対応） 



子育て支援と高齢者支援 



✔全国に必ずある公民館や必ずやらなければいけない 
 事業を利用 

●まとめ 

✔子育て支援と高齢者支援を一体に考えた支援 

✔地域の要望とマッチングした支援ができている 


